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社会科 本時の学習指導案（第2次案）            令和元年9月12日（木） 第1校時 
  5年2組 授業者  

題材 「水産業」 ○○時間中の第 2 時 

  (1) 学習のねらい 

  カツオとタラの漁獲量の上位 10 県を色で塗り、魚によって水揚げされる場所の傾向が違うことに気が付

いた子どもたちが、タラとカツオの生息場所、身について、産卵場所、適正温度について ipad で調べるこ

とを通して、カツオとタラの生態には大きな違いがあることに気づき、これからの授業の水産業のことに

ついて考えていくようにすることができる。 

 (2) 本時の学習材 

タラとカツオの生態をipadで調べる 

 ｏ同じ魚なのに水揚げ量が、タラは日本海側で多い傾向、カツオは全体的には太平洋側が多い傾向がある

ことに気づいた子どもたちは、それがどうしてかということを考える際に、そもそもタラとカツオの生

態についてしらないなと考え始めるだろう。そのような意識を捉え調べ学習に入る。 

ｏ生息場所、赤身白身、産卵場所、魚の環境適正温度はどのくらいということを調べることで、子どもた

ちが、どうして魚によってこんなにも獲れる場所が違うのかを考えられる知識を得ることができること

が期待できる。 

  (3) 学習の展開 

過程 学習活動 予想される子どもの動き 時間 指導と評価 
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１復習をする 

 

 

 

 

２タラとカツオの

ことについて考え

てみる 

 

 

３タラとカツオの

生態について調べ

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

３わかったことか

ら黒板に書いて

もらい比較しな

がらまとめる 

 

 

 

 

・タラは日本海側 

・カツオは太平洋側 

 

 

 

・プランクトンを食べると思う 

・エビやカニを食べると思う 

 

 

 

・タラとマダラって何が違うの？ 

・赤身と白身の違いはチコちゃんに𠮟ら

れるでやってた 

・何でも食べるタラと、プランクトンや

イワシなどをカツオは食べるんだ 

・カツオって、日本から南下した比較的

暖かい地域で生まれるんだ 

・タラは日本の北部の栄養が多い地域で

生まれ鱈腹食べ物を食べて育つんだ 

・タラって深海魚なんだ 

 

・タラって魚に雪って書くくらい寒い場

所に住んでいるんだ 

・タラとカツオって似たようなものも食

べている 

ｏ住んでいる場所や適性温度と水揚げ量

には関係がありそうだよ 
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ｏ本時を考えるうえで、前時

の内容がかかわってくるので

PowerPointを活用し、グラフ

などを見せながら復習をする 

 

・タラは鱈腹と当て字をされ
るくらいなんでも食べて大食
いなんだよ 

 

 

 

 

※ipadは学習課題を提示し終

わってから出す 

ｏ調べ方として、生態という

言葉を使い調べると出てくる

ことを伝える 

 

・机間指導 

 

 

・カツオとタラの比較、また

、前時の情報とも比較しな

がらまとめをおこなう 

 

タラとカツオの生態を 

ipadで調べる 

学習材 

タラとカツオの生態を比較して調べよう 

学習課題 

タラとカツオを比較し、

共通点や差異点がわかる 

そして、その知識を次回

以降につなげることがで

きる 

評価 

タラとカツオのこと知っている？ 
学習問題 




